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「
橙
」
の
は
「
」
な
り
や
『
文
』

の
原
を
求
め
て
水
谷

一
『
文
』
の
釋
を
め
ぐ
っ
て
、
今
日
ま
で
多
く
の
究
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
	知
の
事
柄
で
あ
り
、
中
國
古
典
學
に
一
つ
の
究
上
の
峰
を
な
し
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
こ
の
中
で
ほ
と
ん
ど
手
の
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
『
文
』
で
の

に
關
す
る
も
の
で
あ
る
。
有
力
先
行
論
文
と
し
て
は
、
か
つ
て
本
誌
に
發
表
さ
れ
た
松
浦
友
久
氏
の
二
本
を
數
え
る
の
み
で
あ
る
（
１
）。
兩
論
文
と
も
「
序
」
や
「
歸
去
來
兮
辭
」
と
い
っ
た
限
定
さ
れ
た
範
圍
で
、
李
善

や
五
臣

の
本
來
の
の
可
能
性
を
探
る
方
法
を

っ
て
い
る
。
こ
の
點
こ
そ
筆
に
と
っ
て
、
た
い
へ
ん
示
唆
で
あ
り
、
よ
り
廣
い
範
圍
に
押
し
廣
げ
て
、
さ
ら
に
深
い
考
察
を
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
今
回
筆
も
ま
ね
て
、
司
馬
相
如
「
子
賦
」「
上
林
賦
」
で
の
一
部

に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。『文
』
收
の
司
馬
相
如
「
子
賦
」「
上
林
賦
」
は
、
李
善
の
部
分
に
お
い
て
郭
璞
が
用
い
ら
れ
て
い
る
（
２
）。
こ
の
點
で
、
『
書
』
顏
師
古
で
の
司
馬
相
如
傳
收
の
「
子
賦
」
で
の
に
郭
璞
が
部
分
に
引
か
れ
て
お
り
、
い
わ
ば
共
項
を
な
し
て
い
る
。
試
み
に
、

の
部
分
に
限
っ
て
こ
の
樣
子
を
少
し
ば
か
り
見
て
み
よ
う
。
ち
な
み
に
利
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、『
文
』（
文
と
略
す
）
は
四
部
叢
刊
本
で
あ
り
、『
書
』（
と
略
す
）
は
中
書
局
排
印
本
で
あ
る
。

（
）
師
古
曰
「
、
丑
亞
反
」
（
文
）
善
曰
「
張
揖
曰
、
丑
亞
切
」

（
）
師
古
曰
「
讀
如
本
字
、
又
莫
風
反
…
…
」
「
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」
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「
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や
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（
文
）
善
曰
「
、
莫
諷
切
」

（
）
師
古
曰
「
、

」
（
文
）
善
曰
「
司
馬
彪
曰
、
、

」
轜
（
）
師
古
曰
「
轜
、
如
反
」
（
文
）
善
曰
「
轜
、
而
切
」
	
（
）
師
古
曰
「
	、
一
頓
反
」（
師
古

訓
詁
）
（
文
）
善
曰
「
	、
一
損
切
」

（
）
師
古
曰
「
郭
璞
曰
、
、
佛
」
（
文
）
善
曰
「
郭
璞
曰
、

（
３
）、
佛
」
崟
（
）
師
古
曰
「
崟
、
吟
」
（
文
）「
崟
、
吟
」（
本
文
り

）
罷
（
）
師
古
曰
「
郭
璞
曰
、
罷
、
疲
」
（
文
）「
罷
、
疲
」（
本
文
り

）
陂
（
）
師
古
曰
「
郭
璞
曰
、
陂
、
婆
」
（
文
）「
陂
、
婆
」（
本
文
り

）

（
）
師
古
曰
「
郭
璞
曰
、
、

」
（
文
）「
、

」（
本
文
り

）
以
上
、
「
子
賦
」
の
頭
か
ら
引
い
て
き
た
が
、
お
お
よ
そ
の
改
變
の
仕
方
は
上
記
例
か
ら
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
郭
璞
の


に

目
し
て
み
る
と
、
「
善
曰
」
で
始
ま
る
細
字
雙
行
の

釋
の
中
に
收
め
る
も
の
や
本
文
り

の
中
に
收
め
る
も
の
が
あ
り
、
取
り
立
て
て
法
則
が
あ
る
よ
う
に
見
え
な
い
。
ま
た
、
「
	」
の
よ
う
に
顏
師
古
に
由
來
す
る
も
の
を
、
顏
師
古

で
は
去
聲
に
、
李
善

で
は
上
聲
に
え
て
讀
ん
で
い
る
。
た
だ
し
、
「
崟
」
で
は
、
顏
師
古

・
李
善

と
も
用
字
ま
で
同
一
で
あ
る
。
「
」
で
は
、
李
善

の
方
が
顏
師
古

よ
り
も
詳
し
い
。
さ
ら
に
は
、
「
轜
」
で
は
、
兩

で
が
大
き
く
な
り
、
李
善

は
郭
璞
や
顏
師
古
で
な
い
他
の
義
家
か
ら
引
い
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
李
善

は
多
く（
郭
璞

を
含
む
形
で
）顏
師
古

に
依
存
す
る
か
た
ち
で


を
形
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
引
用
形
態
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
例
の
み
で
は
少
な
す
ぎ
る
が
、
一
定
の
法
則
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
司
馬
相
如
「
子
賦
」「
上
林
賦
」
の
體
に
つ
い
て
、
上
記
査
を
續
行
す
れ
ば
、
李
善

で
の
（
郭
璞

を
含
む
形
で
の
）
顏
師
古

の
利
用
範
圍
が
明
確
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
こ
れ
で
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
あ
ま
り
に
の
な
い
單
純
査
で
あ
り
、
非
顏
師
古
系
の


に
つ
い
て
は
何
も
わ
か
ら
な
い
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
む
し
ろ
、
『
文
』


の
改
變
と
い
う
面
に

目
す
る
と
、
す
ぐ
に
わ
か
る
顏
師
古
系
の
改
變
よ
り
も
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
非
顏
師
古
系
の


が
ど
の
よ
う
に
改
變
さ
中
國
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れ
た
か
と
い
う
こ
と
が
、
よ
り
重
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
五
臣
の

は
ど
れ
な
の
か
、
李
善
が
自
分
で
付
け
た

は
ど
れ
か
、
な
ど
の
問
題
は
、
多
く
の
困
を
う
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
傾
向
性
の
一
端
で
も
と
ら
え
ら
れ
れ
ば
、
『
文
』
の
立
に
關
す
る
こ
れ
ま
で
の
	究
果
に

す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
こ
の
目
に
沿
っ
て
少
し
で
も
本
來
の
實
像
に
っ
て
み
た
い
。
二
一
の
序
に
お
い
て
、
い
さ
さ
か
大
言
壯
語
を
吐
い
た
が
、
『
文
』
に
顏
師
古
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
か
け
て
像
を
見
よ
う
す
る
の
で
は
な
く
、
別
の
文
獻
を
フ
ィ
ル
タ
ー
に
し
て
そ
こ
で
の
像
を
見
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
基
本
に
方
法
は
同
じ
で
あ
る
か
ら
し
て
、
が
あ
る
と
威
張
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
し
か
し
、
そ
こ
に
今
ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
像
が
結
ぶ
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
こ
れ
で
一
應
の
果
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
文
獻
と
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
『
集
韻
』
で
す
、
と
こ
こ
で
べ
た
な
ら
、
あ
ま
り
の

さ
に
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。
關
係
な
い
で
は
な
い
か
、
そ
ん
な
無
關
係
な
も
の
を
フ
ィ
ル
タ
ー
に
し
て
そ
こ
で
の
像
を
あ
あ
だ
こ
う
だ
と
い
っ
て
も
、
趣
味
な
ら
い
ざ
し
ら
ず
、
	究
と
い
う
こ
と
で
は
く
無
意
味
で
あ
る
。
こ
う
斷
言
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
少
し
待
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
に
は
筆
な
り
の
長
い
	究
上
の
の
り
が
あ
っ
て
も
の
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
少
し
の
明
を
し
た
上
で
斷
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
こ
で
に
、
な
ぜ
『
集
韻
』
が
『
文
』

と
關
係
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
解
を
す
る
こ
と
に
す
る
。
筆
は
、
こ
の
『
集
韻
』
の
	究
に
取
り
か
か
る
に
『
禮
部
韻
略
』
の
	究
を
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
『
集
韻
』
と
『
禮
部
韻
略
』
は
、
い
わ
ば
兄
弟
と
い
え
る
よ
う
な
關
係
で
あ
っ
て
、

も
同
じ
纂
時
期
も
同
じ
と
い
う
柄
に
あ
る
。
兩
書
の
相
點
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
一
口
に
い
え
ば
、
大
規
の
『
集
韻
』
に
對
し
て
コ
ン
パ
ク
ト
の
『
禮
部
韻
略
』
と
い
う
點
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
『
禮
部
韻
略
』
の
	究
を

め
る
に
當
た
っ
て
、
『
禮
部
韻
略
』
の
み
を
見
て
	究
す
る
よ
り
も
、
『
集
韻
』
を
野
に
入
れ
つ
つ
	究
を
め
る
方
が
何
か
と
有
利
な
面
が
あ
る
。
本
稿
と
關
す
る
事
柄
を
例
に
取
れ
ば
、
『
禮
部
韻
略
』
の
文
字
の
釋（
以
下
、
義
と
い
う
）と
『
集
韻
』
義
と
は
、
一
見
す
る
と
表
記
法
が
 な
っ
て
い
る
た
め
無
關
係
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
子
細
に
比
較
し
て
み
る
と
、
關
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
中
に
は
相
補
分
布
を
な
し
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
、
兩
書
の
ど
ち
ら
か
を
	究
す
る
上
で
も
、
相
互
の
比
較
が
必
で
あ
る
こ
と
が
痛
感
さ
れ
た
（
４
）。
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兩
書
義
の
中
で
、
と
り
わ
け
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
『
文
』
の
い
で
あ
っ
た
。『
集
韻
』
は
、『
文
』
と
明
記
し
た
も
の
を
引
く
こ
と
が
非
常
に
少
な
く
、
た
と
え
ば
上

韻
の
「
」
に
「
幽
賦
」
と
篇
名
を
明
記
し
て
『
文
』
か
ら
引
く
こ
と
な
ど
例
外
に
屬
す
る
。
も
う
一
方
の
『
禮
部
韻
略
』
に
は
『
文
』
が
多
く
引
か
れ
て
い
る
。
百
三
十
九
例
と
い
う
數
は
、
經
書
以
外
で
は
『
	書
』
に

ぐ
多
さ
で
あ
る
。
こ
の
兩
書
の
相
點
は
、
『
集
韻
』
が
『
文
』
の
書
名
を

げ
な
い
で
訓
詁
を
引
く
の
に
對
し
て
、
『
禮
部
韻
略
』
が
『
文
』
の
書
名
を
げ
て
訓
詁
を
引
く
と
い
う
の
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
筆
の
こ
れ
ま
で
の
究
か
ら
『
集
韻
』
と
『
禮
部
韻
略
』
の
義
に
は
密
接
な
關
係
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
『
集
韻
』
に
は
『
文
』
か
ら
の
訓
詁
が
相
當
多
い
こ
と
が
豫
想
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
文
字
數
の
少
な
い
『
禮
部
韻
略
』
に
『
文
』
が
多
く
見
ら
れ
る
以
上
、
『
集
韻
』
で
は
さ
ら
に
多
く
見
ら
れ
る
に
相
な
い
と
。
以
上
の
事
柄
が
、
ま
ず
第
一
の
提
と
な
っ
て
、
『
集
韻
』
を
ひ
と
つ
フ
ィ
ル
タ
ー
に
し
て
、
『
文
』
の

の
樣
子
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
試
み
を
す
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
『
文
』
に
い
き
な
り
向
か
う
の
は
や
は
り

す
ぎ
る
。
も
う
少
し
筆
と
同
樣
に
回
り
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
實
は
、
『
集
韻
』
が
『
廣
韻
』
に
比
べ
て
、
二
七
千
も
の
字
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
字
を
ど
こ
か
ら
も
っ
て
き
た
の
か
、
と
い
う
の
が
、

の
筆
の
關
心
事
で
あ
っ
た
。
可
能
性
の
あ
る
も
の
、
た
と
え
ば
『
經
典
釋
文
』『
	書
』『
史
記
』『
玉
篇
』『
文
』
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
文
獻
を
、
査
し
て
み
た
。
々
し
い
果
を
あ
げ
た
と
ど
れ
も
自
慢
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
筆
な
り
に
こ
れ
ま
で
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
事
實
を
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
自
負
ぐ
ら
い
は
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
中
で
一
番
の
果
と
い
え
る
も
の
に
、『
文
』
の
六
臣
は
、
現
在
の
形
の
も
の
が
『
集
韻
』
纂
以
に
で
き
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
こ
と
で
あ
る
。
○
（
文
）
卷
十
二
郭
璞
「
江
賦
」
（
り
）
於
營
切
善
曰
、
皆
波
浪
回
旋

而
之
貌
。
（
集
）
下
・
 韻
・
!小
韻（
娟
營
切
）
、

"、
波
浪


之
貌
。
○
（
文
）
卷
十
二
郭
璞
「
江
賦
」
善
曰
、『
南
越
志
』
曰
、
…
…
水
母
、
東
#曰
$。
…
…
$

%、
竝
除
嫁
切
。
（
集
）
去
聲
・
&韻
・
$小
韻
（
除
駕
切
）
$・
%、
蟲
名
。
『
南
越
志
』
曰
、
水
母
、
東
#曰
$。
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○
（
文
）
卷
十
二
郭
璞
「
江
賦
」

（
り
）於
粉
切
、

（
り
）
力
殞
切
善
曰
、

、（
蛇
）行
貌
。
（
集
）
上
聲
・
隱
韻
・
小
韻（
委
隕
切
）
、

、
蛇
行
貌
。
上
聲
・
準
韻
・
小
韻（
縷
尹
切
）
、

、
蛇
行
貌
。
○
（
文
）
卷
十
三
宋
玉
「
風
賦
」
	、
五
臣
作

。
謳
。
翰
曰
、

、
沙
堆
也
。
（
集
）
下
・
侯
韻
・
謳
小
韻

、
聚
沙
。
○
（
文
）
卷
十
三
宋
玉
「
風
賦
」
（
り
）
徒
寸
（
切
）
良
曰
、
溷
、
惡
亂
也
。
（
集
）
去
聲
・
恨
韻
・
鈍
小
韻（
徒
困
切
）
、
溷
、
惡
亂
也
。
以
上
、
「
江
賦
」
「
風
賦
」
の
み
か
ら
の
例
で
あ
る
が
、
『
集
韻
』
の
義
が
『
文
』
六
臣
か
ら
の
求
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
ま
た
ま
、「
江
賦
」
が
李
善
で
、「
風
賦
」
が
五
臣
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
が
、
『
集
韻
』
で
は
李
善
・
五
臣
の
兩
を
宜
引
い
て
い
る
。
本
論
の
司
馬
相
如
の
部
分
も
、
六
臣
か
ら
引
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
が
、
こ
の
部
分
は
後
に
論
ず
る
こ
と
か
ら
こ
こ
で
は
「
江
賦
」「
風
賦
」
か
ら
引
い
て
み
た
。
こ
の
考
察
か
ら
、
六
臣
の
立
下
限
が
、
『
集
韻
』
立
以
の
寶
元
二
年（
一
〇
三
九
）以
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
六
臣

立
の
下
限
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
と
同
時
に
、
『
集
韻
』
が
利
用
し
た
テ
キ
ス
ト
が
六
臣
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
か
ら
、
『
集
韻
』
を
フ
ィ
ル
タ
ー
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
結
果
を
考
察
し
て
み
る
こ
と
は
あ
な
が
ち
意
味
の
な
い
こ
と
と
は
い
い
き
れ
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
本
論
で
は
、
『
文
』
に
關
係
す
る
信
で
き
る
テ
キ
ス
ト
六
臣
本
と
『
集
韻
』
を
用
い
て
さ
ら
に
論
を

め
て
い
き
た
い
。
三
そ
れ
で
は
『
集
韻
』
を
ど
の
よ
う
に
用
い
て
『
文
』

（
と
り
わ
け
司
馬
相
如
「
子
賦
」「
上
林
賦
」
で
の

）を
考
察
す
る
の
か
を
以
下
に
べ
て
み
た
い
。
こ
の
『
集
韻
』
を
利
用
す
る
に
當
た
っ
て
、
Ａ
『
書
』
顏
師
古
に
見
え
な
い
も
の
を
中
心
に
考
察
し
て
み
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
兩
賦
で
の
顏
師
古
は
同
李
善
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
李
善
の
範
圍
を
確
定
で
き
、
李
善
を
排
除
し
て
考
察
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
點
を

に
ま
で
ぼ
し
得
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
豫
斷
を
持
た
ず
に
考
え
て
み
た
い
。
一

い
て
み
て
も
、
郭
璞

・
顏
師
古

等
を
混
ぜ
て
し
ま
う
可
能
性
は
な
「
橙
」
の
は
「
」
な
り
や
（
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。
さ
ら
に
、
Ｂ
『
廣
韻
』（
澤
存
堂
本
）に
あ
る
も
の
や
『
文
』
（
大
徐
本
）に
引
く

と
一
す
る
も
の
に
つ
い
て
も
除
外
し
て
考
察
し
て
み
た
い
。『
廣
韻
』『
文
』
等
と
一
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
『
文
』

を
來
源
と
す
る
も
の
と
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
Ａ
・
Ｂ
の
二
除
外
規
定
を
基
に
『
集
韻
』
に
見
え
る
『
文
』

は
以
下
の
り
に
な
る
。
①
（
文
）羊
爾
切（
	り
）・
向
曰
、
靡
、

長
貌
。
（
集
）上
聲
・
紙
韻
・
演
爾
切

貌
。
（
胡
本
）司
馬
彪
曰
、
靡
、

靡
貌
。
善
曰
、
弋
爾
切
。
②
（
文
）
積（
	り
）・
良
曰
、
襞


、
綴
貌
。
（
集
）入
聲
・
昔
韻
・
昔
切
襞
、
衣

也
。
（
胡
本
）釋
な
し
。
③
怕
（
文
）蒲
各
切（
	り
）・
五
臣
本
作
泊
。
善
曰
、
怕
與
泊
同
。
（
集
）入
聲
・
鐸
韻
・
白
各
切
憺
怕
、
靜
也
。
（
胡
本
）『
廣
』
曰
、
憺
怕
、
靜
也
。
善
曰
、
怕
與
泊
同
。
蒲
各
切
。
④
湃
（
文
）蒲
拜
反
。
銑
曰
、
水
聲
也
。
（
集
）去
聲
・
怪
韻
・
拜
切
水
聲
也
。
（
胡
本
）蒲
拜
切
。
司
馬
彪
曰
、
澎
湃
、
波
相
也
。
⑤
湃
（
文
）浦
宏
切（
	り
）・
銑
曰
、
滂

漑
、
流
貌
。
（
集
）下
・
庚
韻
・
披
庚
切
滂
、
水
貌
。
（
胡
本
）司
馬
彪
曰
、
滂
、
水
聲
也
。
享
切
。
⑥
（
文
）五
臣
委（
	り
）・
善
曰
、
張
揖
曰
、
摧
、
高
貌 （５
）。
（
集
）上
聲
・
紙
韻
・
毀
切
摧
、
山
高
貌
。
（
胡
本
）卒
鄙
切
。
⑦
（
文
）力
水
切（
	り
）・
翰
曰
、
皆
山
勢
高
峻
長
之
貌
。
（
集
）上
聲
・
紙
韻
・
魯
水
切
山
貌
。
（
胡
本
）
壘
。
⑧
橙
（
文
）

（
	り

（
６
））
（
集
）
下
・
韻
・
持
陵
切
橘
屬
。
（
こ
の
小
韻
に
持
字
は
な
い
）
（
胡
本
）
韋
昭
曰
、
持

。
（
胡
本
作
持
。
こ
の
部
分
は
顏
師
古
に
な
い
）
⑨
 （
文
）
紛（
	り
）・
善
曰
、
郭
璞
曰
、
 
!、
文
理
貌
。
（
集
）上
・
文
韻
・
"文
切
玉
 
!、
文
理
貌
。
（
胡
本
）
紛
。
⑩
#（
文
）
差（
	り
）・
善
曰
、
張
揖
曰
、
#池
、
參
差
也
。
（
集
）上
・
支
韻
・
叉
宜
切
柴
池
、
參
差
也
。
（
胡
本
）
差
。
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⑪
（
文
）
襄（
り
）・
良
曰
、
佯
、
貌
。
（
集
）下
・
陽
韻
・
思
將
切
逍
遙
也
。（
に
作
る
）
（
胡
本
）（
襄
羊
に
作
る
。
釋
な
し
）
以
上
の
十
一
例
を
『
文
	』
司
馬
相
如
「
子

賦
」
「
上
林
賦
」
よ
り
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
い
ず
れ
も
、『
廣
韻
』
等
に
は
見
え
ず
、『
集
韻
』
に
見
え
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
す
べ
て
が
『
文
	』
「
子

賦
」「
上
林
賦
」
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
廣
く
他
の
料
を
見
た
上
で
斷
す
べ
き
で
あ
る
が
、
『
集
韻
』
で
初
め
て
收
め
ら
れ
た
特
殊
な
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
そ
の
蓋
然
性
は
高
い
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
こ
の
十
一
例
を
ど
の
釋
書
か
ら
引
い
て
き
た
も
の
か
を
檢
討
し
て
み
る
と
、「
①
」
は
李
善
と
良
く
合
う
。「
②
」
は
五
臣
の
よ
う
で
あ
る
が
、
『
集
韻
』
義
か
ら
す
る
と
他
の
釋
家
か
ら
の
可
能
性
も
高
い
。「
③
怕
」
は
李
善
で
あ
る
。「
④
湃
」
は
五
臣

で
あ
る
。
た
だ
し
、
反
切
に
「
反
」
を
使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
蕭
該
等
の
さ
ら
に
古
い
釋
か
ら
來
た
も
の
の
可
能
性
も
あ
る
。
「
⑤
湃
」
は
五
臣
の
よ
う
で
あ
る
が
、『
集
韻
』
義
か
ら
す
る
と
他
の
釋
家
か
ら
の
可
能
性
も
あ
る
。
「
⑥
」
は
は
五
臣
、
訓
詁
は
李
善
で
あ
る
。
六
臣
本
を
使
っ
た
論
據
を
こ
の
よ
う
な
か
ら
も
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
「
⑦
」
は
五
臣
の
よ
う
で
あ
る
が
、
他
か
ら
の
可
能
性
も
あ
る
。
「
⑧
橙
」
に
つ
い
て
は
、
後
で
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。「
⑨
」「
⑩
」
は
李
善
か
ら
、
た
だ
し
現
行
の
顏
師
古

の
缺
損
部
分
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
「
⑪
」
は
、
李
善
・
五
臣
以
外
の
釋
家
か
ら
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
む
し
ろ
そ
れ
よ
り
も
、
現
行
本
で
「
佯
」
に
作
る
の
は
り
で
『
集
韻
』
の
よ
う
に
「

」
に
作
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
文
字
の


素
の
か
ら
見
て
も
そ
の
方
が
當
で
あ
る
。
「
⑧
橙
」
を
除
い
て
、
あ
る
度
の
振
り
分
け
を
、『
集
韻
』
の
義
を
基
に
し
て
で
き
る
こ
と
が
確
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
點
も
李
善
・
五
臣
レ
ベ
ル
ま
で
で
蕭
該
・
曹
と
い
っ
た
よ
り
古
い

に
ま
で
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
も
確
で
き
た
。
總
じ
て
い
え
ば
、
李
善
が
①
③
⑨
⑩
、
五
臣
が
②
⑤
⑥
⑦
、
そ
の
他
が
④
⑪
と
な
る
。
で
は
、
「
⑧
橙
」
は
ど
の
よ
う
に
分
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
「

 」
の
!に
見
え
る
「
橙
」
に
は
「
直
庚
切
」
の
釋
が
付
い
て
い
る
。
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
「
⑧
橙
」
の
六
臣
本
と
「
持
」
の
"書

本
・
胡
刻
本
と
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
必
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
釋
の
面
か
ら
、
「
橙
」
に
「

 」
を
付
け
た
六
臣
本
と
「
持
」
に
「

 」
を
付
け
た
胡
刻
本
と
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
も
必
な
手
續
き
で
あ
ろ
う
。
本
文
で
は
香
#の
こ
と
が
$べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
義
「
橙
」
の
は
「
 」
な
り
や
（
水
谷
）
141
「
橘
屬
」
が
ち
き
が
惡
い
が
『
集
韻
』
に
收
め
ら
れ
て
い
る
「
持
陵
切
」
の
「
橙
」
に
つ
い
て
も
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
ず
指
摘
し
て
お
く
べ
き
點
と
し
て
、
胡
刻
本
の
「
韋
昭
曰
、
持

」
が
『
書
』
顏
師
古
に
見
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
他
の
部
分
は
同
文
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
後
に
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
の
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
も
、
韋
昭
な
ど
と
	威
め
か
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
「

」
の
「
持
」
が
他
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
、
そ
し
て
『
集
韻
』
で
は
「
橙
」
に
作
る
と
こ
ろ
か
ら
、
胡
刻
本
の
ケ
ー
ス
は
排
除
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
胡
刻
本
が
問
題
に
な
ら
な
い
と
な
る
と
、
「
橙
」
に
「

」
と
付
け
た
の
は
ど
の
釋
家
か
と
い
う
問
題
を
解
く
こ
と
は
一
面
で
は
容
易
に
な
る
。
と
い
う
の
は
、
庚
韻
と

韻
と
を
混
用
し
た
新
し
い
時
代
の
釋
で
あ
る
と
結
論
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
五
臣
よ
り
も
後
の
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
「
⑧
橙
」
の
す
ぐ
後
の
「
甘
橙
」
の
「
橙
」
に
付
け
ら
れ
た
釋
は
、
顏
師
古
か
ら
見
て
五
臣
の
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
五
臣
で
庚
韻
と

韻
の
あ
き
ら
か
な
混
用
は
な
い
。
六
臣
本
が
ま
れ
た
時
、

義
を
利
用
し
た
際
に
か
な
り
後
の
も
の
ま
で
利
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
も
か
く
典
據
を
抹
し
た
『
文
』

の
不
純
さ
を
見
せ
つ
け
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
「
⑧
橙
」
に
お
い
て
『
集
韻
』
を
持
ち
出
さ
な
く
て
も
、
同
じ
結
論
に
到
る
で
あ
ろ
う
。
が
、
『
文
』
の
こ
の
用
例
を
見
て
『
集
韻
』
と
い
う
字
書
作
り
の（
つ
ま
り
最
大
の
韻
書
作
り
の
）

を
、
我
々
は
古
典
料
と
し
て
よ
り
有
效
に
生
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
「
⑧
橙
」
以
外
の
①
か
ら
⑪
の
ケ
ー
ス
で
容
易
に
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
四
以
上
の
よ
う
に
『
集
韻
』
に
關
づ
け
て
『
文
』

を
見
て
き
た
。
そ
こ
か
ら
は
、
『
集
韻
』
で
の
義
訓
詁
例
と
も
關
づ
け
て

の
を
あ
る
度
別
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
同
じ
よ
う
に
楊
雄
や
班
固
の
賦
に
つ
い
て
も
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
果
を
も
と
に
一
部
李
善
の
復
元
も
試
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
今
回
同
樣
の
手
法
を
使
っ
て
『
文
』

か
ら
『
集
韻
』
へ
の
繰
り
入
れ
の
樣
子
を
見
て
み
る
と
、
六
臣
本
と
胡
刻
本
と
で
は
、
卷
一
の
張
衡
「
西
京
賦
」
か
ら
卷
九
潘
岳
「
射
雉
賦
」
ま
で
の
反
切
用
字
が
な
っ
て
い
る
（
７
）。
以
下
の
部
分
で
は
同
じ
に
な
る
こ
と
か
ら
、
な
ぜ
卷
一
の
中
か
ら
卷
九
の
中
ま
で
反
切
用
字
が
な
る
の
か
、
當
然
目
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
假
に
こ
の
部
分
だ
け
で
も
李
善
單
本
が
殘
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
「
⑧
橙
」
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
、
も
う
一
度
再
考
す
る
こ
と
も
必

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に
な
る
の
で
あ
る
。
と
も
か
く
『
集
韻
』
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
文
』


に
對
し
て
い
く
つ
か
の
問
題
點
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
で
の
指
摘
に
對
し
て
、
『
文
』
を
專
攻
す
る
多
く
の
究
の
見
解
を
示
し
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
あ
る
。
私
の
投
げ
か
け
た
ス
ポ
ッ
ト
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
を
有
效
に
す
る
た
め
に
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
（
付
記
）
本
年
五
よ
り
八
末
ま
で
、
中
國
、
北
京
大
學
に
て
修
を
し
て
い
た
。
三
ヶ
の
短
期
で
あ
る
た
め
、
日
本
か
ら
は
何
の
究
材
料
も
持
參
せ
ず
、
歸
國
後
一

	で
あ
わ
て
て
書
き
上
げ
た
た
め
、
多
く
の
不
備
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
本
來
は
、
第
四

に
べ
た
反
切
用
字
の
不
一
に
つ
い
て
論
究
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
時
	
に
無
理
で
あ
っ
た
。
最
後
に
、
本
稿
の
テ
ー
マ
は
、
國
學
院
大
學
大
學
院
古
谷
徹
氏
と
の
雜
談
の
中
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
記
し
て
お
禮
の
こ
と
ば
と
し
た
い
。

（
１
）
「
李
善

「
趨
、
聲
也
」
「
歸
去
來
兮
辭
」
の
修
辭
效
果
に
關
す
る
一
考
察
」
(一
九
九
五
年
一
〇

『
中
國
詩
文
論
叢
』
一
四
)、
「
李
善
本
「
文
序
」
の

に
つ
い
て
「
加

」
の
檢
討
と
「
別
、
入
聲
」
の
解
釋
」
(一
九
九
七
年
一
〇

『
中
國
詩
文
論
叢
』
一
六
)
（
２
）
以
下
に
見
る
よ
う
に
『
書
』
顏
師
古
を
使
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
は
胡
刻
本
の
記
載
に
し
た
が
っ
て
こ
の
よ
う
に
い
う
。
（
３
）
四
部
叢
刊
本
で
は
、「
」
を
「
」
に
る
。
（
４
）
拙
稿
「
『
附
釋
文
互
註
禮
部
韻
略
』
義
よ
り
見
た
『
集
韻
』
義
」
(一
九
九
六
年
十
二
『
中
國
文
學
究
』
二
二
)
（
５
）
「
向
曰
、
摧
嶮
、
…
…
嶮
貌
。」
五
臣
で
は
、
訓
詁
が
合
わ
な
い
。
（
６
）
底
本
、
木
を
手
に
る
。
こ
の
部
分
を
「
橙
」
に
作
る
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
の
『
書
』
顏
師
古
に
據
っ
て
わ
か
る
。
「
今
俗
流
書
本
持
字
或
作
橙
、
非
也
。
後
人
改
耳
。」
（
７
）
以
下
、
例
を
示
す
。
上
が
六
臣
本
、
下
が
胡
刻
本
で
あ
る
。

蒲
結
切
・
結
切
張
衡
「
西
京
賦
」

側
家
切
・
子
加
切
張
衡
「
西
京
賦
」

浦
切
・
赤
切
張
衡
「
西
京
賦
」

甲
・
智
甲
切
張
衡
「
南
賦
」

蓬
・
蒲
工
切
左
思
「

賦
」

子
 切
・
子
軟
切
左
思
「
魏
賦
」
!

"
・
余
日
切
楊
雄
「
甘
泉
賦
」
#
七
$切
・
七
悴
切
潘
岳
「
藉
田
賦
」
%
敕
&切
・
丑
占
切
潘
岳
「
射
雉
賦
」
以
上
、
一
部
を
こ
こ
に
'げ
た
。
「
橙
」
の
は
「
(」
な
り
や
（
水
谷
）
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